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	 オレキシンは視床下部に存在する少数の神経細胞において産生される神経ペプチドである。オレキシン

を欠損した動物は、ヒトの睡眠障害「ナルコレプシー」酷似した表現型を呈したことから、オレキシン神

経が睡眠覚醒調節において、重要な役割を担っていることが明らかになってきた。 
	 我々は、これまで電気生理学的解析を用いて、オレキシン神経を中心とした神経回路を明らかにしてき

た。しかしながら、睡眠覚醒は個体でのみ生じる現象であるため、この神経回路がどのように機能して睡

眠覚醒を調節しているのかがよく分かっていない。オプトジェネティクスは、特定神経の活動を光で制御

するため、個体を用いた神経回路機能研究に大変適している。我々は、睡眠覚醒調節に重要なオレキシン

神経やセロトニン神経特異的に光活性化タンパク質を発現する遺伝子改変マウスを作成した。これらのマ

ウスを用い、インビボにおいてそれらの神経活動を制御したときに表出する睡眠覚醒状態変化と縫線核神

経活動を同時に記録した。その結果、オレキシン神経活動特異的な抑制によって、縫線核神経活動が抑制

され、脳波の徐波成分が増加することを見いだした。この結果は、縫線核神経活動がオレキシン神経活動

に強く依存していることを示しており、また、オレキシン神経活動の抑制によって徐波睡眠が誘導される

ことから、覚醒維持におけるオレキシン神経の重要性が明らかとなった。 
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